
令
和
2年
11月

1日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.1036　編

集・発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐1792　秋

田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん

みんなでつなげよう！　勝利へのバトン
10月２日、もりやまこども園で５歳児の運動会が開催されました。
クラス対抗リレーの「おとさずはこぼう　バランスダッシュ！」では、
フライパンの上のラグビーボールをバトン代わりに、チームのみんな
でつないで走りました。（写真下。写真上は玉入れ。関連記事は14㌻）

今月のひとコマ



町
で
は
、
町
の
発
展
や
各
部
門
で
の
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
す
る
「
町
功
労
者
表
彰
式
」
を
11

月
２
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。

表
彰
式
で
は
、
本
年
度
新
た
に
町
功
労
者
に
選

出
さ
れ
た
大
石
壽
信
さ
ん
の
ほ
か
、
特
別
功
労
賞

や
功
労
賞
、
部
門
別
表
彰
者
の
皆
さ
ん
の
表
彰
や
、

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
五
城
目
町
町
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業

と
し
て
実
施
し
た
、
五
城
目
小
学
校
児
童
に
よ
る

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
作
品
の
朗
読
も
行

い
ま
す
。

【
特
別
功
労
賞
】

各
分
野
に
お
い
て
、
本
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
公

の
た
め
に
多
額
の
私
財
を
寄
付
す
る
な
ど
、
功
績
の
顕
著

な
個
人
又
は
団
体
。

 

佐
藤
　
テ
ル
さ
ん
（
70
歳
・
一
番
町
）

【
功
　
労
　
賞
】

各
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
育
成
指
導
に
つ
と
め
、
町
の
名

誉
を
高
め
た
功
績
の
顕
著
な
個
人
又
は
団
体
。

 

松
橋
　
正
美
さ
ん
（
79
歳
・
浅
見
内
１
区
）

前
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

【
部
門
別
表
彰
者
】

♦
町
内
会
長
表
彰

10
年
以
上
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
と
し
て
地
域
の
自
治
活

動
や
町
政
の
浸
透
に
努
め
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
、
後
進
に
道
を
譲
ら
れ
た
方
。

 

菊
地
　
　
晃
さ
ん
（
75
歳
・
紀
久
栄
町
）

♦
献
血
功
労
者
表
彰

人
命
尊
重
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
率
先
し
て
献
血
に
協

力
さ
れ
令
和
元
年
９
月
１
日
以
降
献
血
回
数
20
回
以
上
に

達
し
た
方
。

 

石
井
　
暢
子
さ
ん
（
62
歳
・
寺
　
庭
）

 

伊
藤
由
美
子
さ
ん
（
60
歳
・
希
望
ケ
丘
）

 

伊
藤
　
　
茂
さ
ん
（
57
歳
・
新
里
町
）

 

佐
藤
　
　
淳
さ
ん
（
57
歳
・
新
畑
町
）

 

島
﨑
　
丈
人
さ
ん
（
37
歳
・
大
　
川
）

❖
感
　
謝
　
状

 

城
東
産
業
株
式
会
社
（
東
京
都
）

（�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
本
町
へ

マ
ス
ク
２
万
１
、０
０
０
枚
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
）

 

く
り
っ
こ
劇
団

（�

地
域
の
交
流
サ
ロ
ン
や
老
人
福
祉
施
設
、
子
ど
も
会
な

ど
で
、
手
づ
く
り
の
道
具
と
方
言
を
使
っ
た
人
形
劇
や

演
劇
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
）

❖
町
制
施
行
65
周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

五
城
目
町
町
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
五
城
目

町
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
。
応

募
の
あ
っ
た
五
城
目
小
学
校
５
、
６
年
生
の
作
品
の
中
か

ら
か
ら
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
選
考
し
ま
し
た
。

・
最
優
秀
賞

 

工
藤
　
瑠
夏
さ
ん

（
五
城
目
小
６
年
・
雀
　
舘
）

・
優
秀
賞

 

千
田
　
優
月
さ
ん

（
五
城
目
小
６
年
・
東
磯
ノ
目
）

・
優
秀
賞

 

小
熊
　
悠
史
さ
ん

（
五
城
目
小
５
年
・
西
磯
ノ
目
）

※�

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
工
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
７
㌻
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
五
城
目
町
民
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、歴
史
と
伝
統
を

う
け
つ
ぎ
創
造
性
ゆ
た
か
な
町
を
つ
く
る
願
い

を
こ
め
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
と
親
し
み
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
た
が
い
に
助
け
あ
い

思
い
や
り
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
教
育
を
進
め

文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
元
気
で
働
き

活
力
に
満
ち
た
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

　
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
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町功労者　大 石 壽
ひ さ の ぶ

信さん

（74歳・下山内）

【主な受賞歴】
・平成18年	 3月  3日	 消防庁長官表彰　永年勤続功労章
・平成22年	 3月24日	 日本消防協会長表彰　功績章
・平成26年	 11月  3日	 瑞宝単光章

民
生
の
安
定
に

大
き
く
貢
献

大
石
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
か
ら
38
年

間
、
町
消
防
団
団
員
と
し
て
活
動
し
、

町
民
の
生
命
・
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
間
、
分
団
長
、
副
団
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
４
年
間
は
町
消
防
団

団
長
と
し
て
、
卓
越
し
た
消
防
知
識
と

技
能
を
も
っ
て
消
防
団
の
運
営
に
あ
た

り
、
組
織
の
充
実
強
化
、
団
員
の
士
気

高
揚
と
処
遇
改
善
、
人
材
育
成
、
消
防

施
設
の
整
備
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
消
防

団
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本

町
の
民
生
の
安
定
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
団
員
の
育
成
指
導
に
力
を

注
が
れ
、
男
鹿
南
秋
支
部
大
会
で
の
優

勝
を
は
じ
め
、
全
県
大
会
で
は
上
位
入

賞
を
果
た
す
な
ど
、
団
員
の
消
防
操
法

技
術
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
ほ

か
、
火
災
発
生
時
の
迅
速
果
敢
な
消
火

活
動
や
豪
雨
災
害
時
の
夜
間
巡
回
な
ど
、

町
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
率
先
し
て

団
員
の
指
揮
に
あ
た
り
、
本
町
の
防
災

力
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
下
山
内
町
内
会
で
は
、
現

在
も
町
内
会
長
や
納
税
貯
蓄
組
合
長
な

ど
多
く
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
町
内
会
員

の
統
率
や
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
な

ど
、
町
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
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昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）
に
旧
五
城
目
町
、
馬

場
目
村
、
富
津
内
村
、
内
川
村
、
大
川
村
の
１
町
４

村
が
合
併
し
、
新
生
五
城
目
町
と
し
て
発
足
し
て
か

ら
本
年
で
65
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
65
年
の
う
ち
、
最
近
10
年
間

の
町
の
歩
み
を
、
写
真
や
主
な
で
き
ご
と
と
と
も
に

振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

■
平
成
25
年
10
月
28
日

　
�

町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
。

■
平
成
26
年
５
月
１
日

　
湖
東
厚
生
病
院
が
開
院
。

■
平
成
26
年
10
月
11
日
・
12
日

　

�

国
民
文
化
祭
「
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
４ 

ｉ
ｎ 

五
城
目
」
を
、
朝

市
通
り
な
ど
を
会
場
に
開
催
。

■
平
成
26
年
11
月
28
日

　

�

五
城
目
第
一
中
学
校
が
、
地
産
地
消

学
校
給
食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。

■
平
成
27
年
２
月
25
日

　

�

大
規
模
改
修
工
事
を
進
め
て
い
た
屋

内
温
水
プ
ー
ル
が
完
成
。

■
平
成
27
年
４
月
１
日

　

�

大
川
小
学
校
と
五
城
目
小
学
校
を
統

合
。

■
平
成
27
年
10
月
18
日

　

�

広
域
五
城
目
体
育
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
を
開
催
。

■
平
成
27
年
10
月
21
日

　
下
山
内
に
町
消
防
庁
舎
が
完
成
。

■
平
成
27
年
11
月
３
日

　

�

広
域
五
城
目
体
育
館
で
町
制
施
行
60

周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

■
平
成
27
年
11
月
６
日

　

�

国
道
２
８
５
号
中
津
又
道
路
が
開

通
。

■
平
成
23
年
３
月
�11
日

　

�

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
本
町
で
は

震
度
４
を
記
録
し
、
全
町
で
停
電
が

発
生
（
〜
12
日
）。
12
日
に
は
、
全

町
で
断
水
を
実
施
（
〜
13
日
）。

■
平
成
23
年
４
月
１
日

　

�

五
城
目
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
が
オ
ー
プ

ン
。

■
平
成
23
年
11
月
６
日

　

�

町
米
消
費
拡
大
地
域
活
動
推
進
委
員

会
の
だ
ま
こ
鍋
が
、「
全
国
ご
当
地

鍋
フ
ェ
ス
タ
」
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
。

■
平
成
24
年
10
月
30
日

　

�

皇
太
子
さ
ま
（
現
天
皇
陛
下
）
が
ご

来
町
。

■
平
成
24
年
12
月
９
日

　

�

県
道
秋
田
八
郎
潟
線
舘
越
バ
イ
パ
ス

が
開
通
。

■
平
成
25
年
４
月
１
日

　

�

馬
場
目
小
学
校
と
五
城
目
小
学
校
を

統
合
。

■
平
成
25
年
５
月
12
日

　

�

町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
だ

ま
こ
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
。

【平成23年３月13日】
旅行で岩手県大

おおつち

槌町を訪れてい
た町老人クラブ員36人は、宿
泊先で被災するも、地元の方か
ら避難場所などの提供を受け、
全員無事帰町。

【平成24年10月30日】
秋田県をご訪問されていた皇太子さま
（現天皇陛下）が本町を初訪問。

【平成25年3月31日】
馬場目小が閉校。138年
の歴史に幕。４月１日か
らは五城目小と統合。

【平成26年10月11日】
全国から集まった15の朝市団
体で組織する朝市サミット協議
会総会を五城館で開催。

【平成27年3月31日】
大川小が閉校。138年の
歴史に幕。４月１日から
は五城目小と統合。

【平成27年10月18日】
町制施行60周年を記念し、広
域五城目体育館で「ＮHＫのど
自慢」を開催。

【平成27年10月21日】
５階建ての訓練棟やドクターヘ
リ、防災ヘリの臨時着陸場を備
えた消防庁舎が完成。



【令和2年5月16日】
新型コロナウイルス対策として、町内の縫
製会社で製造された布製のマスク２枚を全
町民に配布。
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■
平
成
28
年
３
月
30
日

　

�

内
川
浅
見
内
地
区
に
、
お
互
い
さ
ま

ス
ー
パ
ー「
み
せ
っ
こ
あ
さ
み
な
い
」

が
オ
ー
プ
ン
。

■
平
成
28
年
４
月
10
日

　

�

ご
じ
ょ
う
め
朝
市
ｐ

ぷ
 
ら
 
す

ｌ
ｕ
ｓ
＋
が
ス

タ
ー
ト
。

■
平
成
29
年
11
月
１
日

　

広
報
ご
じ
ょ
う
め
１
、０
０
０
号
を

　
発
行
。

■
平
成
30
年
10
月
26
日

　

�

県
道
秋
田
八
郎
潟
線
町
村
バ
イ
パ
ス

が
開
通
。

■
令
和
元
年
８
月
15
日

　

�

気
温
が
本
町
の
観
測
史
上
最
高
と
な

る
38
・
１
度
を
記
録
。

■
令
和
元
年
９
月
６
日

　

�

千
代
田
区
と
の
姉
妹
提
携
30
周
年
記

念
式
典
を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

■
令
和
２
年
４
月
16
日

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
。

■
令
和
２
年
５
月
16
日

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
町
独
自
で
町
民
に
２

枚
ず
つ
マ
ス
ク
を
配
布
。　

【平成28年3月30日】
近所に商店がなくなり、買い物が不便に
なった内川浅見内地区にお互いさまスー
パー「みせっこあさみない」がオープン。

【平成28年5月15日】
朝市が日曜日と重なる日を「ごじょう
め朝市plus+」として開催。（写真は本
町部祭典が行われた日の朝市plus+）

【令和元年8月15日】
気温が本町の観測史上最高となる38.1度を
記録。同日に開催された「きゃどっこまつり
2019」のステージでは、町出身のプロダン
サーのK

コータング
O-TANGさんが、来場者とともに

フラッシュモブを披露。

【令和元年9月6日】
千代田区との姉妹提携
30周年記念式典を町
民センターで開催。

「
新
し
い
五
城
目
町
へ
と
」

　
私
は
、
五
城
目
町
の
未
来
が
子
ど
も

と
大
人
の
か
べ
が
無
く
な
り
、
と
て
も

栄
え
て
い
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
ま
ず
今
の
地
域
の
方
と
の
関

わ
り
と
五
城
目
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

つ
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
地
域
の
方
と
関
わ
る
行
事
と
い

え
ば
、
学
校
の
運
動
会
や
学
習
発
表
会

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
町
の
運

動
会
、
七
夕
ま
つ
り
な
ど
が
あ
る
の
で

す
が
、
ど
れ
も
私
た
ち
と
地
域
の
方
が

直
接
関
わ
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
す
る
と
、
町
に
よ
っ
て
、
新
校
舎

の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
が
始

ま
る
と
、
私
た
ち
６
年
生
は
総
合
の
学

習
で
新
校
舎
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
新
校
舎
説
明
会
で
、
新
校
舎

に
は
、
地
域
の
方
と
共
有
し
て
使
う
、

図
書
・
メ
デ
ィ
ア
棟
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
は
、
今
よ
り

も
地
域
の
方
と
関
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
図
書
室

で
お
話
し
会
を
行
っ
て
、
地
域
の
方

も
、
私
た
ち
も
楽
し
め
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
近
い
未
来
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
実
現
し
、
楽
し
く
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
次
に
、
五
城
目
町
の
良
い
と
こ
ろ
で

す
。
五
城
目
町
に
は
、
伝
統
の
あ
る
朝

市
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
朝
市
は
、
若

い
人
を
集
め
る
た
め
に
、
朝
市
プ
ラ
ス

へ
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
朝
市
プ
ラ
ス

は
、
日
曜
の
み
の
開
催
な
の
で
、
多
く

の
人
が
集
ま
り
、
栄
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に
す
る
た

め
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

私
な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
朝
市
プ
ラ
ス
で
、
五
城
目

町
の
有
名
な
食
べ
物
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
作
る
こ
と
で
す
。
朝
市
プ
ラ
ス

と
い
う
、
人
が
集
ま
る
場
で
五
城
目
町

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ
て
も
ら

う
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現

さ
せ
た
ら
、
五
城
目
町
の
未
来
は
今
よ

り
も
栄
え
て
い
て
、
に
ぎ
や
か
な
町
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
五
城
目
町
の
観
光
地

で
す
。
観
光
地
と
い
っ
て
も
、
ネ
コ
バ

リ
岩
や
森
山
な
ど
自
然
の
も
の
が
多
い

の
で
、
あ
ま
り
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が

な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
造
り
酒

屋
や
温
泉
施
設
な
ど
を
通
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
な

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
現
し
た
ら
、

県
内
の
人
に
限
ら
ず
、
国
内
・
海
外
の

人
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、
楽

し
い
町
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
は
五
城
目
町
が
、

子
ど
も
で
も
、
大
人
で
も
楽
し
く
暮
ら

せ
て
、
町
外
の
人
た
ち
も
集
ま
り
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
町
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
伝

統
あ
る
朝
市
を
、
１
０
０
年
、
１
、０

０
０
年
…
…
と
受
け
継
い
で
い
き
た
い

で
す
。

町制施行65周年を記念し、五城目小学校５、６年生78人を対象に実
施した作文コンクールは、審査の結果、工藤瑠夏さん（五城目小６年・
雀舘）が最優秀賞を受賞しました。
その作品をご紹介します。

五城目小学校６年
工藤　瑠

る か

夏さん（雀舘）



火元別の初期消火のポイント
油 な べ
慌てて水をかける
のは厳禁。消火器が
なければ、濡らした
大きめのタオルや
シーツを手前からかけ、空気を遮断
して消火する。

石油ストーブ
真上から一気に水
をかけて消火する
（斜めにかけると石
油が飛び散って危
険）。石油が飛び散っていくような
ら毛布などで覆い、その上から水を
かけて消火する。

衣 類
衣類に火がついたら、転げ回って
消すのも方法。髪の毛の場合なら衣
類（化学繊維は避ける）やタオルな
どを頭からかぶる。

風 呂 場
空気が室内に供給され、火の勢い
が強まる危険があるため、風呂場か
らの出火に気づいてもいきなり戸を
開けない。徐々に戸を開けて一気に
消火をする。

電 気 製 品
いきなり水をかけ
ると感電の危険があ
るため、コードをコ
ンセントから抜いて
消火する。その際は、
できればブレーカーも切る。

カーテン・ふすま
カーテンやふすま
などの立ち上がり面
に火が燃え広がった
ら、もう余裕はない。
引きちぎり蹴

け

り倒し
て、火元を天井から遠ざけその上で
消火をする。

も
し
火
災
が
発
生
し
た
ら

３
分
以
内
の
初
期
消
火
が
肝
心

火
災
が
発
生
し
た
際
、
小
さ
な
火
の
う

ち
に
消
す
こ
と
を
「
初
期
消
火
」
と
い
い

ま
す
。
小
さ
な
火
と
は
、
ま
だ
火
が
天
井

へ
到
達
し
て
お
ら
ず
、
壁
や
ふ
す
ま
な
ど

で
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

火
災
発
生
時
は
、
次
の
「
初
期
消
火
の

３
原
則
」
を
意
識
し
、
状
況
に
応
じ
た
対

応
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
初
期
消
火
の
３
原
則

原
則
❶
「
早
く
知
ら
せ
る
」

⃝
�

「
火
事
だ
」
と
大
声
を
出
し
、
隣
近

所
に
援
助
を
求
め
る
。
声
が
出
な
け

れ
ば
や
か
ん
な
ど
を
叩
き
、
異
変
を

知
ら
せ
る
。

⃝
�

小
さ
な
火
で
も
１
１
９
番
に
通
報
す

る
。
当
事
者
は
消
火
を
行
い
、
通
報

は
近
く
の
人
に
頼
む
。

原
則
❷
「
早
く
消
火
す
る
」

⃝
�

出
火
か
ら
３
分
以
内
が
消
火
で
き
る

限
度
。

⃝
�

水
や
消
火
器
だ
け
で
消
そ
う
と
せ

ず
、
座
布
団
で
火
を
叩
い
た
り
、
毛

布
で
火
を
覆
っ
た
り
す
る
な
ど
、
近

く
に
あ
る
も
の
を
活
用
す
る
。

原
則
❸
「
早
く
逃
げ
る
」

⃝
�

天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
避
難
す
る
。

⃝
�

避
難
す
る
と
き
は
、
燃
え
て
い
る
部

屋
の
窓
や
ド
ア
を
閉
め
て
空
気
を
絶

つ
。

町消防本部では火災防禦
ぎょ

訓練などを実施し、町民の安心
安全な暮らしを守るため、日夜活動にあたっています。
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11
月
に
入
り
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
使
用

頻
度
が
増
加
し
、
身
近
な
災
害
で
あ
る
火
災
の
発
生
件
数
が
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
二
次
災
害
と
し

て
、
特
に
住
宅
密
集
地
で
の
火
災
は
脅
威
と
な
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、「
火
災
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
備

え
て
も
ら
い
た
い
防
災
知
識
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
問
　
町
住
民
生
活
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）

　
　
　
　
　
　
　
町
消
防
署
（
☎
８
５
２
・
２
０
２
８
）

■消火器の正しい使い方
火を目の前にすると、動揺し冷静に対処するのが難しくなります。
以下に記した消火器の使用の手順や火の消し方などを確認し、火災に
備えましょう。

▶使用の手順
❶安全ピンを抜く ❷ホースを外して、

　火元を狙って
❸レバーを強く握って
　放射

▶消火器の構え方と火の消し方
⃝�風上に回り風上から消火す
る。火災には正面から立ち向
かわないように注意する。

⃝�やや腰を落とし、姿勢をなる
べく低くする。熱や煙を避け
るように構える。

⃝�燃え上がる炎や煙にまどわさ
れず、燃えているものにノズ
ルを向け、火の根本を掃くよ
うに左右に振る。

町消防署では、町内会や自主防災会な
どが火災について学ぶことができる出前
講座等を実施しています。
具体的には、119番の電話のかけ方、
消火器の使い方、煙の体験ができる設備
を使用した訓練などがあります。
これに加え本年度からは、講習会を受
講した消防団員の方々が出前講座での指
導役を担う体制も整えています。お気軽
にご相談ください。

お問い合わせ　町消防署（☎852・2028）
町住民生活課（☎852・5112）



地
震
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

地
震
発
生
時
は
、
火
災
に
よ
る
二
次
災

害
が
脅
威
と
な
り
ま
す
。

次
に
示
す
「
事
前
の
対
策
」
や
、
地
震

発
生
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
対

応
な
ど
を
確
認
し
、
地
震
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

事
前
の
対
策

□
住
ま
い
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

□�

家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
（
固
定
な

ど
）
を
行
う
。

□�

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
震
度
５
強
以
上
な

ど
、
設
定
震
度
を
感
知
す
る
と
電
気
を

遮
断
す
る
も
の
）
を
設
置
す
る
。

□�

ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
機
器
の
周
辺
は
整

理
整
頓
し
、
可
燃
物
を
近
く
に
置
か
な

い
。

□�

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
用
方

法
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

□
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

□�

地
震
直
後
の
行
動
に
つ
い
て
、
普
段
か

ら
玄
関
等
に
貼
っ
て
お
き
、
避
難
時
に

確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

□�

地
域
の
防
災
訓
練
へ
参
加
す
る
な
ど

し
、
発
災
時
の
対
応
の
習
熟
を
図
る
。

地
震
発
生
直
後
の

５
分
間
の
行
動

❶
発
生
後
す
ぐ
（
０
分
）

　
ま
ず
、
自
分
の
身
を
守
る
。

　
（
座
布
団
な
ど
で
頭
を
保
護
す
る
）

❷
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
（
１
〜
２
分
）

□�

ガ
ス
栓
・
器
具
栓
を
閉
め
（
火
を
す
べ

て
消
し
）、
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
と
き

は
、
屋
外
の
容
器
バ
ル
ブ
も
閉
め
る
。

�　

�

停
電
中
は
電
化
製
品
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
く
。

□�

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
か
ら
の
油
漏
れ
の

有
無
を
確
認
。
火
が
出
た
ら
、
落
ち
着

い
て
初
期
消
火
。
家
の
中
の
家
族
の
安

全
を
確
認
し
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
散
乱

し
て
い
る
場
合
は
、
靴
を
は
く
。

□�

避
難
す
る
と
き
は
電
気
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
る
。

❸
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
（
３
〜
５
分
）

□�

隣
近
所
に
声
を
か
け
、
行
方
不
明
者
は

い
な
い
か
、
け
が
人
は
い
な
い
か
、
ガ

ス
の
元
栓
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
、
電
気

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
い
る
か
の
確
認

を
す
る
。

□�

火
災
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
消
火

器
を
使
い
初
期
消
火
を
す
る
。
そ
の
際

は
ガ
ス
漏
れ
、
漏
電
に
注
意
す
る
。

地
震
か
ら
し
ば
ら
く
し
て

・�

電
気
や
ガ
ス
が
復
旧
し
、
避
難
か
ら

戻
っ
た
ら

□�

ガ
ス
機
器
、
電
化
製
品
及
び
石
油
器
具

の
使
用
を
再
開
す
る
と
き
は
、
機
器
に

破
損
が
な
い
こ
と
、
近
く
に
燃
え
や
す

い
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

□�

再
通
電
後
は
、
し
ば
ら
く
電
化
製
品
に

異
常
（
煙
、
に
お
い
）
が
な
い
か
注
意

を
払
う
。

通
電
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

通
電
火
災
と
は
、
停
電
が
復
旧
し
た
際

に
起
こ
る
火
災
で
、
電
気
コ
ン
ロ
、
観
賞

魚
用
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
熱
を
発
生
す
る
器
具

が
、
機
器
の
転
倒
・
落
下
・
損
壊
な
ど
に

よ
り
可
燃
物
と
接
触
す
る
状
況
と
な
り
、

火
災
に
至
る
ケ
ー
ス
で
す
。

通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
電
化
製

品
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
、
電
源
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
、
避
難
す
る
と
き

に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
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�

乾
燥
、暖
房
器
具
の
使
用
頻
度
の
増
加
に

よ
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な

り
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
心
掛
け
た
生
活
を
し
ま

し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◦�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

◦�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

◦�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◦�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

◦�

警
報
器
の
点
検
（
作
動
確
認
）
は
、
春

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
時
期
に
行
う
な

ど
、
定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

点
検
の
方
法
は
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す

か
点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
こ
と
で
行
い

ま
す
。

◦�

故
障
か
電
池
切
れ
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
池
切
れ
と
判
明
し
た
警

報
器
が
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
本
体
内
部
の
電
子
部
品

が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

住宅用火災警報器の維持管理について
▶定期的な作動確認

点検ボタンを押すか
点検ひもをひっぱ
り、定期的に作動確
認をしましょう。

➡
作動確認をしても住警器に反応
がなければ、本体の故障か電池
切れです。
住警器の本体または電池を交換
しましょう。

▶古くなったら交換

火災以外で警報音が
鳴った場合。 ➡ 本体の故障か電池切れです。

住警器本体または電池を交換
しましょう。

運動期間中、
午後６時にサイレンを
鳴らします。
火災と間違えないよう、
ご注意ください。

お
問
い
合
わ
せ　
町
消
防
署
（
☎
８
５
２
・
２
０
２
８
）

　秋の火災予防運動に合わせ、消防団の火災防禦
訓練を町内３か所で実施します。
▶日　時　11月１日㈰　午前10時〜
※�当日は、消防車がサイレンを鳴らして走行しま
す。火災と間違えないようご注意ください。

N
ねっ と

et119は、スマートフォン
等からインターネットを利用し
て119番通報ができるサービス
です。聴覚や言語機能の障害に
よって音声での会話が困難な方
が、いつでも全国どこからでも
通報場所を管轄する消防本部
へ、音声によらない通報をする
ことができます。
▶運用開始日　11月１日㈰
▶ご利用条件　�以下の条件を満

たす方がご利用
できます。

・�五城目町に在住、在勤または
在学している方

・�聴覚、言語機能に障害があ
り、音声電話による通報が困
難な方

※�身体障害者手帳が交付されて
いる方のほか、音声通話によ

る緊急通報が困難であると消
防本部が認めた方。

▶申込方法　�ご利用には事前の
登録が必要となり
ますので、町消防
署までお越しくだ
さい。

▶対応機種　�一定の条件を満た
すスマートフォン、
タブレット、フィー
チャーフォンから
サービスが利用で
きます。

※�フィーチャーフォンの場合、
一部機能が制限されることが
あります。

　�安全な通信ができない古い機
種の携帯電話では、Net119
緊急通報システムがご利用で
きないことがあります。

お問い合わせ　町消防署（☎852・2028）
通電火災を防ぐため、
停電時に避難の際は
ブレーカーを切りましょう。
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【
　
短 

　
歌
　
】

限
り
な
き
コ
ス
モ
ス
の
原
に
虹
立
ち
て

由
利
原
高
原
さ
な
が
ら
浄
土

	

浦
横
町
　
　

大
宮
　
一
郎

秋
の
川
命
は
ぐ
く
む
サ
ケ
の
む
れ

清
き
流
れ
に
尾
び
れ
ゆ
さ
ぶ
る

	

岡
　
本
　
　

二
方
　
征
捷

真
夜
中
の
屋
根
打
つ
雨
に
目
は
覚
め
て

激
し
き
雷ら

い

に
も
眠
気
奪
わ
る

	

古
川
町
　
　

小
濱
　
キ
ヱ

菅
総
理
の
似
顔
絵
ド
ラ
ヤ
キ
い
た
だ
け
ど

食
べ
る
は
失
礼
仏
壇
に
供
う

	

上
　
町
　
　

山
平
　
富
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

蓑み
の

虫
の
み
の
に
も
上
手
下
手
も
あ
り

	

八
　
田
　
　

伊
藤
　
豊
子

編
み
笠
や
憂
い
を
隠
し
風
の
盆

	

高
　
崎
　
　

舘
岡
　
　
絢

　
【
　
川
　 

柳
　
】

胸
底
の
い
た
み
命
の
擦
れ
る
日
々

	

八
郎
潟
町
　
　

松
田
ウ
タ
子

飲
食
券
サ
イ
フ
に
軽
い
風
が
吹
く

	

矢
場
崎
　
　

鈴
木
さ
く
ら

き
ら
き
ら
と
輝
く
よ
り
は
磨
く
ほ
う

	

樋
　
口
　
　

猿
田
　
良
風

青
信
号
続
い
て
夢
が
加
速
す
る

	

新
里
町
　
　

加
藤
　
円
心

上
京
し
て
50
数
年
が
経
つ
。
僕
は

当
時
、
青
森
発
上
野
行
き
の
夜
行
列

車
に
乗
っ
て
上
京
し
た
。
出
発
時
、

母
が
五
城
目
駅
ま
で
送
っ
て
く
れ

た
。
列
車
に
乗
る
時
、
母
は
手
を
振

る
こ
と
も
な
く
、
無
言
で
立
っ
た
ま

ま
だ
っ
た
。
僕
も
同
じ
よ
う
に
無
言

で
窓
に
顔
を
つ
け
、
小
さ
く
な
る
ま

で
見
続
け
た
。
僕
は
大
正
生
ま
れ
の

母
の
寝
て
い
る
姿
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
力
仕
事
や
畑
仕
事
で
僕
た
ち
を

育
て
て
く
れ
た
。
母
は
、
東
京
に
行

く
の
は
反
対
だ
っ
た
。
で
も
僕
は
、

青
森
発
の
八
郎
潟
駅
の
列
車
に
飛
び

乗
っ
た
。

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
土
地
に
列
車

か
ら
降
り
立
っ
た
。
朝
早
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
上
野
駅
は
大
き
な
荷
物
を

抱
え
、
北
に
帰
る
人
た
ち
で
ご
っ
た

返
し
て
い
た
。
駅
を
出
る
と
、
駅
の

中
と
は
違
っ
て
人
は
ま
ば
ら
。
ぬ
く

も
り
の
な
い
別
世
界
と
思
い
、
一
層

心
を
引
き
締
め
た
。
ネ
オ
ン
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
は
い
る
が
、
吹
き
込

む
風
も
冷
た
く
感
じ
ら
れ
た
。
駅
前

の
宿
に
泊
ま
っ
た
。
お
か
み
さ
ん
か

ら
受
験
生
か
と
聞
か
れ
、
ア
パ
ー
ト

を
紹
介
さ
れ
た
。
三
畳
一
間
の
ア
パ

―
ト
で
、
40
㍗
の
電
球
で
家
賃
は
月

三
千
円
。
風
呂
も
な
く
、
銭
湯
に
行

く
と
、
帰
り
に
は
体
が
冷
た
く
な
っ

て
い
た
。

学
生
が
終
わ
り
、
就
職
を
し
て
新

生
活
が
始
ま
り
、
何
十
年
か
ぶ
り
に

「
ふ
る
さ
と
」
に
帰
っ
た
。
そ
の
時

も
夜
行
列
車
で
何
十
時
間
も
か
け
て

帰
っ
た
。
数
年
後
、
東
北
新
幹
線
が

で
き
、
大
宮
発
盛
岡
着
が
開
通
、
そ

の
後
「
こ
ま
ち
」
が
開
通
と
な
り
、

新
幹
線
は
日
常
の
乗
り
物
と
な
っ

た
。
生
ま
れ
た
村
は
、
変
わ
り
つ
つ

あ
り
、
会
う
人
た
ち
は
み
ん
な
知
ら

な
い
人
た
ち
ば
か
り
に
な
り
、
自
分

が
誰
か
と
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。数

年
後
、
年
に
一
、
二
度
帰
る
よ

う
に
な
り
、
母
親
が
迎
え
に
来
て
く

れ
た
。歩
く
姿
は
、初
老
の
姿
に
な
っ

て
い
た
が
、口
だ
け
は
達
者
だ
っ
た
。

僕
が
帰
省
す
る
と
、
ま
た
い
つ
帰
っ

て
来
る
か
と
尋
ね
、
自
分
の
年
老
い

た
こ
と
は
さ
て
お
き
、
体
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
言
う
。
や
は
り
母
親
だ

と
思
う
。

仕
事
柄
、
６
回
も
引
っ
越
し
を
し

て
、
最
後
に
住
み
着
い
た
の
は
千
代

田
区
だ
っ
た
。
千
代
田
区
は
、
五
城

目
町
と
姉
妹
提
携
を
締
結
し
て
い

て
、
縁
が
あ
り
役
場
の
仕
事
を
手

伝
っ
た
り
も
し
た
。
千
代
田
区
は
素

晴
ら
し
い
街
だ
と
思
う
。
病
院
や
会

社
が
多
く
、
犯
罪
は
少
な
い
。
人
情

も
厚
い
。
家
か
ら
５
分
歩
く
と
チ
ュ

ニ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
大
使
館
も
数
多
く

あ
る
。
そ
の
た
め
、
外
国
の
店
も
多

く
に
ぎ
や
か
だ
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
平
坦
な
人

生
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
「
ふ
る
さ
と
」
を

忘
れ
ず
に
、
年
に
一
、
二
度
は
帰
る

よ
う
に
し
た
い
。
生
ま
れ
た
村
「
ふ

る
さ
と
」
だ
か
ら
、
北
村
は
小
さ
い

と
こ
ろ
だ
け
ど
、
僕
に
と
っ
て
は
最

高
の
村
で
す
。

振
　
り
　
返
　
る

伊
　
藤
　
　
　
廣
（
北
村
出
身
）

ふるさと五城目会として、麹町小学校納涼こど
も会に参加（写真中央が私です）。

■活動のご報告（一部）
１．コミュニティ生活圏の形成
【交通部会】
９月25日に乗合タクシーの試乗会について話し合い
を行いました。ご高齢の方の免許返納について話題が
出ることも多い世の中ですが、実際に農村部に暮らし
てみると、それが簡単なことではないことに改めて気
づきました。まずはたくさんの方々に取り組みを知っ
ていただくところから進めなければいけません。
【営農部会】
10月９日に行われた部会では、農業についてアツい
意見を伺うことができました。少し話はずれますが…
…私は会議の進行役を務めたのですが、まだまだ秋田
の言葉に慣れない私は、少しゆっくりめにお話しして
もらえるようお願いをしました。そしたら、みなさん
ゆっくり喋ってくださるだけでなく、「今のわかった？」
と優しく聞いてくださったりして、感動してしまいま
した。みなさんの優しさに感謝です。
【カフェ部会】
11月の健康づくり教室にあわせ、馬場目婦人会を中
心に構成されるカフェ部会「chottoちゃっこ」（正し
い発音は集落支援員の信子さんへ）は、健康食メニュー
を提供する予定です。先日ババメベースのランチルー
ムにてみんなで試作会を行いました。この日は偶然遊
びに来てくださった方々も含め20人くらいでお昼ご飯
をいただけたのですが、「カフェ部会として目指したい
形だね〜」と話をしていました。これから月一回程度
を目標に活動を進めていきます。

２．関係人口の創出
10月31日に首都圏等の方々とオンラインで繋ぐ
ファンミーティングが実施されます。詳しくは、12月
の広報でご報告できればと思います。

３．自身の定住に向けた活動
「教育」や「子ども」などをキーワードに色々な活動
を行っています。先日は、私の専門分野でもある「モ
ンテッソーリ教育」についてお話させていただく機会
がありました。モンテッソーリ教育は、子どもひとり
ひとりの成長に着目しその能力を適切に伸ばしていく
ための方法論なのですが、今回は、「子どもの成長をど
んな風にとらえたらいい？」「こんなときどうしたらい
い？」など、「おや育ち・子育ちのヒント」をお話しさ
せていただきました。これからも少しずつそういった
イベントを開催していく予定です。

朝市ぷらす開催日イベントのお知らせ
「オンラインでベトナムを旅しよう！」
❖日　　時　11月15日㈰　午前11時〜正午
❖場　　所　いちカフェ（下タ町59−6）
❖参 加 費　こども：無料　　おとな：500円
❖申し込み　�不要（事前のお申し込みも受け付けま

す。事前お申し込み・お問い合わせ・
詳しい情報➡地域おこし協力隊　張
（☎090・8941・8349）／スマホは
QRコードからどうぞ）

広報「ごじょうめ」1036号　令和2年11月1日13

森山登山を習慣にします（宣言）

広域マイタウンバスの運行１周
年記念事業として、無料乗車券が
当たるスタンプラリーを11月30
日㈪まで開催中です。
次の４つの施設に設置している
スタンプのうち３つ以上集めてご
応募いただくと、抽選で30名様
に「広域マイタウンバス無料乗車
券（400円区間5回分）」をプレ
ゼントいたします。みなさま奮っ

てご参加ください。
【スタンプラリー設置施設】
・�イオンスーパーセンター五城目
店（サービスカウンター）
・�八郎潟町えきまえ交流館はちパ
ル（正面入り口）
・�ホテルサンルーラル大潟（フロ
ント付近）
・�道の駅おおがた産直センター潟
の店（正面入り口）

お問い合わせ　南秋地域公共交通活性化協議会　事務局　町まちづくり課（☎852・5361）
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10月２日、もりやまこども園で５歳児の運動会が
開催されました。
本年度の運動会は、新型コロナウイルス感染症対策

として、３歳児、４歳児、５歳児とそれぞれ日程を分
けて開催。５歳児たちは、練習を重ねてきた各種目に
取り組み、保護者と園職員が見守る中、元気いっぱい
に園庭を駆け抜けました。

町内の高齢者福祉施設等で
土砂災害避難訓練を実施

13団体に表彰状
町花だんコンクール

「千本桜」の曲に合わせ、練習を重ねてきた踊りを元気いっぱ
いに披露しました。

10月14日、町と「湯の越の里ショートステイ」、「グルー
プホーム湯の越の家」が合同で、土砂災害に関する避難訓
練を実施しました。
この訓練は、土砂災害防止法で土砂災害警戒区域内の要
配慮者利用施設へ実施が義務付けられているもので、内川
地区に土砂災害に関する「避難準備・高齢者等避難開始」
を発令したという想定で行い、施設の職員が入所者を車に
乗せ、富津内地区公民館へ避難しました。
町からは施設へ事前連絡をし、登録制メールや町ホーム
ページなどで訓練情報を入力・発信しました。

10月21日、町民センターで「町花だんコンクー
ル表彰式」を開催しました。
式では、３つの部門に応募のあった計50団体と
１個人のうち、代表して13団体に表彰状が授与さ
れました。最優秀賞、特別賞を受賞した団体は以下
のとおりです。
▶審査結果（敬称略）
【一般団体の部】
・最優秀賞　下山内老人クラブ
・教育長賞　�雀舘さくらの会、岩野老人クラブ、富

田千寿会
・町花いっぱ�い推進委員会会長賞　今町老人クラブ

松葉会、中村老人クラブ、野田老人ク
ラブ寿会

・町老人クラ�ブ連合会会長賞　紀久栄町老人クラ
ブ、富田町内会、浅見内老人クラブ

【学校・職場団体の部】
・最優秀賞　養護老人ホーム森山荘
・教育長賞　株式会社セコー
・町花いっぱい推進委員会会長賞　小倉温泉

10月14日、結婚されて50年を迎えられるご
夫婦をお祝いする「町金婚を祝う会」を五城館
で開催しました。
本年度の金婚を祝う会は、新型コロナウイル

ス感染症対策として会食とアトラクションを中
止するなどして実施。会には、町内で対象とな
るご夫婦48組のうち14組が出席され、渡邉町
長が「ご結婚以来半世紀を共に歩み、記念すべ
き日を迎えられましたことを心からお祝いしま
す」とお祝いの言葉を述べた後、一組ずつに賞
詞と記念品を手渡し、金婚をお祝いしました。

施設の入所者と職員が、町の指定避難場所の富津内地区公
民館に避難するまでの手順などを確認しました。

最優秀賞を受賞した下山内老人クラブ（一般団体の部）の皆さん㊤
と、養護老人ホーム森山荘（学校・職場団体の部）の花だん㊦

渡邉町長が出席された一組ずつに賞詞と記念品を手渡し、皆さんの金婚
をお祝いしました。

かけっこでは、30㍍先のゴールを目指し、園庭を駆け抜けました。

10月11日から20日までの10日間にわたり、犯罪を防
止し、安心して暮らせる地域社会の実現を目指す「全国地
域安全運動」が実施されました。
町内では、運動にさきがけ、10月９日に五城目警察署

管内の各市町村防犯協会と防犯指導隊などによるキャラバ
ン隊が町役場前で渡邉町長へメッセージを伝達した後、町
内小売店や西野町内会などで防犯活動を実施しました。
各小売店で実施した車の施錠確認では、約190台のうち

１台が無施錠でした。
車を離れるのが少しの時間と思っても、必ず鍵をかける

よう心がけましょう。

10月９日、広域五城目体育館で「第６回秋田県消
防救助研究会」が開催されました。
研究会は、新型コロナウイルス感染症対策を行った
上で実施。県内各地の救助隊員が出席し、救助体制の
充実を図るため、県内各消防本部の課題や取り組みに
ついて情報を共有しました。
また、講師として東京消防庁警防部救助課長の山田
寿さんをお招きし、講演や県内の災害事例に関する意
見や指導をいただきました。

全国地域安全運動で
車の施錠確認などを実施

情報を共有し救助体制の充実を図る
秋田県消防救助研究会

10月9日に、西野町内で家屋の防犯診断を実施しました。

県内消防本部の救助隊員が出席し、救助体制の充実を図るため、
意見や情報を交換しました。

元気いっぱいに園庭を駆け抜ける
もりやまこども園５歳児運動会

寄り添い歩んだ半世紀を祝う
町金婚を祝う会



娘と会うのが楽しみ
⃞⃞⃞⃞さん

（西　野）

「
娘
た
ち
に
会
う
の
が
楽
し
み
で
、
家
に
遊
び
に
来

る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
」
と
⃞
⃞
さ
ん
。
い
つ
も
、

娘
さ
ん
た
ち
の
こ
と
を
想
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

踊
り
が
得
意
で
、
盆
踊
り

な
ど
の
行
事
に
は
よ
く
参
加

し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、「
好
き

嫌
い
な
く
な
ん
で
も
よ
く
食

べ
る
こ
と
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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お申し込み・お問い合わせ　町地域包括支援センター（☎855・1070）

運動を通して体力の低下予防や気分をリフレッシュ
したい方の参加をお待ちしています。

▼対 象 者　�運動に支障のない高齢者▲

日　　時　11月９日㈪　午前10時～午前11時▲

場　　所　�町役場２階「正庁」▲

講　　師　健康運動実践指導者　白沢　尚大さん

▼内　　容　�ストレッチ、有酸素運動、筋力トレーニ
ング等▲

持 ち 物　�飲み物、タオル、運動しやすい靴、介護
予防手帳（65歳以上でお持ちでない方へ
は交付します）▲

申し込み　11月６日㈮まで
※運動しやすい服装でお越しください。
※五城目町はつらつポイント事業の対象です。

呼吸法を取り入れたストレッチで筋肉を伸ばし、引
き締め、最後は筋肉をほぐします。肩こりや腰痛のあ
る方も参加できます。

▼対 象 者　高齢者

▼日　　時　11月16日㈪　午後２時～午後３時

▼場　　所　町役場２階「正庁」

▼講　　師　�H＆A MOVEMENT Studio NPOウェー
ブストレッチ協会認定講師

山口マユミさん

▼内　　容　ストレッチ

▼持 ち 物　�飲み物、バスタオル、タオル、運動しや
すい靴、介護予防手帳（65歳以上でお持
ちでない方へ交付します）

▼申し込み　11月13日㈮まで
※運動しやすい服装でお越しください。
※五城目町はつらつポイント事業の対象です。

▼対 象 者　�物忘れが気になる方、認知機能を高めた
い方、認知症を予防したい方

▼日　　時　11月26日㈭
　　　　　　午前10時～午前11時30分

▼場　　所　森山地区公民館

▼講　　師　健康運動指導士　加藤　光葉さん

▼内　　容　認知症予防のための講話・実技

▼持 ち 物　�上履き、筆記用具、タオル、飲み物、介
護予防手帳（65歳以上でお持ちでない方
へは交付します）

▼申し込み　11月25日㈬まで
※運動しやすい服装でお越しください。
※�五城目町はつらつポイント事業の対象です。

椅
い す

子に座りながら行うことができるストレッチを中
心にした運動教室を開催します。

▼対 象 者　高齢者

▼日　　時　11月18日㈬　午後２時～午後３時

▼場　　所　町役場２階「正庁」

▼講　　師　�（財）日本スポーツ協会認定
　　　　　　スポーツリーダー　小山田聖子さん

▼内　　容　ストレッチ、軽い筋力トレーニング等

▼持 ち 物　�飲み物、バスタオル、タオル、運動しや
すい靴、介護予防手帳（65歳以上でお持
ちでない方へ交付します。）

▼申し込み　11月17日㈫まで
※運動しやすい服装でお越しください。
※�五城目町はつらつポイント事業の対象です。

お酒が好き
⃞⃞⃞⃞さん

（広青苑）

９
月
25
日
、
⃞
⃞
⃞
⃞
⃞
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

９
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
と
し
て
上
小
阿
仁
村
で
生

ま
れ
育
っ
た
⃞
⃞
⃞
さ
ん
は
、
20
歳
の
時
に
結
婚
し
、

そ
の
後
、
子
ど
も
は
５
人
、
孫
は
12
人
、
ひ
孫
は
15
人
、

や
し
ゃ
ご
は
１
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

近
所
の
方
た
ち
と
と
て
も
仲
が
良
く
、
皆
さ
ん
と
会
っ

て
お
話
を
す
る
の
が
今
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
週
に
数
回
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ

て
い
る
そ
う
で
、
施
設
の
皆
さ
ん
と
お
話
を
し
て
元
気

を
も
ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。手

先
が
器
用
な
⃞
⃞
⃞
さ
ん

は
、
編
み
物
や
裁
縫
、
折
り
紙
な

ど
が
得
意
で
、
今
で
も
毎
日
、
手

を
動
か
し
な
が
ら
作
業
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

長
寿
の
秘ひ

け
つ訣
は
、「
施
設
の
方

や
近
所
の
皆
さ
ん
、
家
族
な
ど
、

み
ん
な
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い

る
お
か
げ
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
好
き
」
と
⃞
⃞
さ
ん
。
今
は
全

く
飲
ん
で
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
よ
く
晩
酌
を
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。

若
い
こ
ろ
は
、
東
京
や
大

阪
な
ど
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、

仕
事
一
筋
で
頑
張
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、「
た
っ

ぷ
り
と
睡
眠
を
と
る
こ
と
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ゲートボールが好き
⃞⃞⃞⃞さん

（舘　町）

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
」
と
⃞
⃞
さ
ん
。
55
歳
か
ら

88
歳
ま
で
や
っ
て
い
た
そ
う
で
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会
に
も
参
加
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
時
の
こ

と
や
、
娘
さ
ん
の
結
婚
式
で

ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
時
の
こ

と
が
良
い
思
い
出
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、「
食
生

活
に
気
を
つ
け
る
こ
と
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

支えてくれる皆さんに感謝
⃞⃞⃞⃞⃞さん
（落合・大正９年生まれ）

♦100歳を迎えられた方（10月20日現在）
９月25日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（落　　合）

♦90歳を迎えられた方（10月20日現在）
10月 1日　⃞⃞　⃞⃞さん（広　青　苑）

10月 2日　⃞⃞　⃞⃞さん（舘　　町）
10月 6日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（北　北　口）

10月18日　⃞⃞　⃞⃞さん（西　　野）
10月19日　⃞⃞　⃞⃞さん（広　青　苑）
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お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）

■ 健 診 ■
19日㈭　３歳児健康診査
　対象　　平成29年３月〜５月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室

30日㈪　乳児健康診査
　対象　　令和２年１月、４月、７月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
18日㈬　離乳食づくり教室
　時間　　10時〜正午　　 　場所　　ケアセンター五城目２階
※対象者には通知済みです。

10日㈫・24日㈫　母子健康手帳・子育て支援クーポン券の交付
　受付　　９時〜15時	 　場所　　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望される方は、事前にご連絡ください。

お問い合わせ　もりやまこども園内
こどもの木（☎852・3805）

　以下の症状のいずれかに該当する場合は、出かけず、相談窓口にすぐ相談
してください。なお、かかりつけ医がある方は、電話でかかりつけ医に相談
してください。
⃞ �息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいず

れかがある場合
⃞ �重症化しやすい方（※）で、発熱や咳

せき
などの比較的軽い風邪の症状がある場

合
（※） �高齢者、基礎疾患のある方、透析を受けている方、免疫抑制剤・抗

がん剤を用いている方
（※） �妊婦の方についても、念のため、重症化しやすい方と同様に早めに

ご相談ください
⃞ 上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が４日以上続く場合

▶新型コロナウイルス感染症相談窓口の電話番号

☎０１８−８６６−７０５０（24時間受付）

☎０１８−８９５−９１７６（８時〜17時受付）

　０５７０−０１１−５６７（８時〜17時受付）

新型コロナウイルス感染症
に関連して、感染者・濃厚接
触者、医療従事者やその他関
係者などに対し、誤解や偏見
に基づく差別を行うことは許
されません。公的機関の提供
する正確な情報を入手し、冷
静な行動に努めましょう。

困った時は１人で悩まず、
下記までご相談ください。
▶みんなの人権110番
　　 0570・003・110
　（�受付時間　午前８時30分

〜午後５時15分）
　※土日・祝日を除く。
▶�インターネット

人権相談
　�http://www.

jinken.go.jp

新型コロナウイルス
感染症に関する
不当な差別や偏見を
なくしましょう

お問い合わせ　町地域包括支援センター（☎855・1070）

町地域包括支援センターでは、
高齢者が人としての尊厳をもった
生活を続けることができるよう

「高齢者虐待防止法」に基づき、
虐待の早期発見・把握に努め、必
要に応じて老人福祉施設等への入
所や他の機関と連携して支援を
行っています。
「もしかしたら虐待かも」と思っ

たら、迷わずご相談ください。
なお、次のようなことが虐待と

なります。

身体的虐待 たたく、つねる、殴る、蹴
け

る、やけどを負わせる、無理やり食
事を口に入れる、ベッドにしばりつける、薬を過剰に与えるなど

心理的虐待 怒鳴る、悪口を言う、意図的に無視する、子ども扱いする、排
せつの失敗などを人前で話して恥をかかせるなど

性 的 虐 待 排せつなどの失敗などに対し懲罰的に下半身を裸にして放置す
る、性器への接触、セックスを強要するなど

介護・世話の
放棄や放任
(ネグレクト)

食事や水分を与えない、おむつの交換をしない、病気の兆候が
あるのにもかかわらず診察を受けさせない、冷暖房等の適切な
環境をつくらないなど

経済的虐待 日常的に必要なお金を渡さない、使わせない、年金や預貯金を
本人の意思・利益に反して使用するなど

広報「ごじょうめ」1036号　令和2年11月1日19

町では、季節性インフルエンザ予防接種の全町民無償化の実施
に伴い、指定医療機関以外で予防接種を希望される方へ、償還払
い（払い戻し）で接種費用を助成します。
※�指定医療機関を記載した一覧表は、９月下旬に無料クーポン券

と一緒に各世帯へ郵送しています。
▶申請方法
　❶�予防接種を受ける前に町健康福祉課へご連絡ください。
　❷�医療機関で接種料金を全額支払った後、以下のものを持参の

うえ町健康福祉課で申請手続きをしてください。
　　・�予防接種名が明記されている領収書、予防接種予診票（写

し）
　　・�申請者名義の振込口座のわかるもの（金融機関の通帳等）
　　・印鑑
　　・保険証
▶申請期限　�令和３年３月10日㈬までに手続きをお願いします。

町では、11月24日㈫から11月30日㈪
に実施予定の大腸がん検診、胸部検診、胃
がん検診について、現在申し込みを受け付
けています。

会場や時間帯によっては、定員に達して
おらず、申し込みが可能な時間帯がありま
すので、受診希望の方は、お早めに町健康
福祉課へご連絡ください。

【申込方法】
�受診希望の方は、町広報９月号の４㌻を
ご覧のうえ、希望の 日にち と 時間帯 
を町健康福祉課（☎852・5180）に電
話でお申し込みください。

お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）

子育て支援セン
ター「こどもの木」
では、今月も様々
な事業を準備して
お待ちしています。
お気軽にご参加く
ださい。
▶利用時間　月曜日〜金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～正午
　　　　　　午後１時30分～午後３時

「わんパーク」11月の日程
▶11月17日㈫　�工作しましょ！「クリスマスのお菓

子作り」（講師：ものかたり・小熊）
▶11月26日㈭　�11月の誕生会
※どちらも事前予約をお願いします。



20KOHO GOJOME No.1036 2020.11.1

協働のまちづくりに関するお問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361）

町民の皆さんによる＂まちづくり活動＂を支援します！

平ノ下町内会（６月６日）
町道沿線の草刈り作業

黒土シルバークラブ（６月21日）
町道沿線の草刈り作業、美化活動

脇乙町内会（６月７日）
町道沿線の草刈り作業、清掃活動

水沢町内会（６月14日）
町道沿線の草刈り作業、清掃活動

久保町内会（７月５日）
町道沿線の草刈り作業

野田町内会（６月14日）
町道沿線の環境美化活動、側溝泥上げ、清掃

上山内老人クラブ（７月12日）
町道沿線の草刈り作業、清掃活動

富田千寿会（７月31日）
町道沿線の草刈り作業、清掃活動

小野台町内会（６月25日）
町道沿線の草刈り作業、美化活動

館町町内会（８月16日）
町有地及び町道沿線の草刈り・花壇整備

下山内老人クラブ（６月25日）
町道沿線の草刈り作業、清掃活動

地域の道路や公園、施設などの維持管理活動を、地域の皆さんから作業していただく
場合、必要経費（消耗品、燃料、原材料、借上料など）を町が負担します。
また、地

ま ち
域を語る会（協働のまちづくり座談会）や町内会の座談会も随時受け付けて

いますので、いつでもご相談ください。
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（敬称略）

第49回秋田県空手道連盟剛柔会
全県空手道選手権大会
❖小学生男子２年個人組手
　第３位　佐藤　秀晟（五城目小２年）
❖小学生女子６年個人組手
　第３位　柳原　日暖（五城目小６年）

第16回秋田県市町村対抗
小学生ソフトテニス大会
　優　勝　坂田　真優

（八郎潟スポ少A・五城目小６年）

日本生命トーナメント秋田県選抜野球大会
　準優勝　菅生　翔真（五城目一中２年）

第58回中学生作文コンクール
　優秀賞　舘岡　寧々（五城目一中３年）

　町では、本年８月に新型
コロナウイルスにより影響
を受けている町内経済を応
援するため、「オール五城
目応援商品券」を発行して
います。有効期限内のご使
用をお願いします。
▶商品券金額　　１人　　10,000円
　　　　うち　　飲食券　 3,000円（500円券×６枚）
　　　　　　　　共通券　 7,000円（1,000円券×７枚）
▶使用可能店舗　�本広報とともに、加盟店一覧チラシをお配り

しています。
▶有効期限　　　令和３年１月31日㈰まで
※有効期限を過ぎると商品券は使用できません。

お問い合わせ　町商工振興課（☎852・5222）

お問い合わせ　五小イルミネーション実行委員会　会長　齊藤幸作（☎090・6450・5837）
　　　　　　五城目小学校ＰＴＡ　会長　渡邉信彦（☎090・2607・9417）

来年１月から五城目小学校新校舎での学校生活がス
タートするのに伴い、現校舎は学び舎

や

としての役目を
終了します。
五小イルミネーション実行委員会と五城目小学校Ｐ

ＴＡの共催により、現校舎への52年間分の感謝の気持
ちを伝えようと、イルミネーションの点灯と花火の打
ち上げを行います。

▶期　日　11月20日㈮
▶内　容　❖午後８時〜

イルミネーション点灯式
　　　　　　�　点灯式は、新型コロナウイルス感染症

対策のため、関係者のみで行います。
　　　　　　�　なお、イルミネーションは、令和３年

１月７日㈭までの午後４時から午後９時
まで毎日点灯を行います。

　　　　　❖午後８時15分〜（５〜10分程を予定）
52年間ありがとう花火の打ち上げ

　　　　　　�　校舎への感謝を込めて花火を打ち上げま
す。（五城目小グラウンド）

【お願い】　花火の鑑賞は安全性を考慮し、ご自宅や朝市駐車場など
安全性の高い場所での鑑賞をお願いします。また、小学校敷地内及
びグラウンドへの立ち入りは禁止とさせていただきます。
※�花火は悪天候の場合順延となり、翌日（11月21日）同時刻を
予定しています。
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募 国際理解講座
〜ことばあそび〜を開催

　町内に在住のタイ・フィリピン・パプア
ニューギニア・ベトナム・中国出身の方た
ちと一緒に各国のことばに触れて「ことば
あそび」を楽しんでみませんか。
▶日　時　11月10日㈫
　　　　　午後６時30分〜午後７時30分
▶会　場　町民センター２階　いずみ
▶対　象　小学生〜一般
※�参加は無料です。参加を希望される場合
は、下記までご連絡ください。
▪申・問 �町教育委員会生涯学習課（☎852・

4411）

募 メリッサさんの英会話教室（初級）
参加者を募集‼

　一関メリッサさん（町在住）と、通訳の
畠山延子さんとの楽しい英会話教室です。
▶期　日　11月４日㈬、11日㈬
　　　　　18日㈬、25日㈬
　　　　　12月２日㈬（全５回）
▶時　間　午後６時30分〜午後７時30分
▶場　所　町民センター２階　いずみ
▶対　象　年長〜小学校３年生
▶定　員　10人
※�参加は無料です。参加を希望される場合
は、下記までご連絡ください。
▪申・問 �町教育委員会生涯学習課（☎852・

4411）

オンライン
Aターンフェアを開催

　県では、新型コロナウイルス感染症の拡
大状況を鑑み、オンラインを活用し、県外
在住者等を対象とする就職イベント「オン
ラインAターンフェア」を開催します。
　当日は、「オンラインAターンフェア」
特設サイトにおいて、県内企業が個別ペー
ジで面談を実施します。
　ご家族やお知り合いでAターンをお考え

の方がいらっしゃいましたら、ぜひ、この
フェアのことをお伝えください。
　お問い合わせは下記までお願いします。
【オンラインAターンフェア】
▶日　時　11月15日㈰
　　　　　午後１時〜午後５時
▶内　容　�県内企業と県内就職を希望する

方との個別オンライン面談
▶対象等　⃝�秋田県内への就職を希望する

方（学生も可）
　　　　　⃝完全予約制（当日予約も可）
問 �公益財団法人秋田県ふるさと定住機構
（秋田市御所野地蔵田3−1−1　秋田テ
ルサ３階　☎826・1731）

募 環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

●�ミニ門松づくり① ② ③
▶日　時　12月17日㈭、19日㈯、20日㈰
　　　　　午前10時〜正午
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
▶材料費　300円
※�開催日の１か月前から参加の受け付けを
開始します。
▪申・問 �県環境と文化のむら（☎852・

2202）

介護福祉士へのステップアップや
介護の仕事への再チャレンジを応援します

　秋田県社会福祉協議会では、秋田県内に
おける福祉・介護人材の育成および確保等
を図ることを目的として、介護福祉士の資
格取得のために必要な資金や、一定の資格
および経験のある方が、一旦介護職を離職
した後に介護事業所へ再就職する際に必要
な準備金を無利子で貸し付けしています。
①介護福祉士実務者研修受講資金
▶貸付額　上限20万円以内
▶返還免除�条件　実務者研修施設を卒業し

てから１年以内に、介護福祉士
に登録し、その後、秋田県内で
２年間継続して介護業務に従事
すること。

②離職介護人材再就職準備金
▶貸付額　上限40万円以内
▶返還免除�条件　秋田県内で２年間継続し

て介護業務に従事すること。
　制度の詳細については、秋田県社会福祉
協議会ホームページをご覧になるか、下記
へお問い合わせください。
問 �秋田県社会福祉協議会（☎864・
3161）

県税事務所からの
お知らせ

◎個人事業税（２期）の納期限は
　令和２年11月30日㈪です
　忘れずに最寄りの金融機関等で期限内に
納めましょう。口座振替をしている方は、
預金残高の確認をお願いします。なお、納
税通知書は11月2日㈪に発送予定です。
◎個人事業税の納税も口座振替で
　公共料金の支払いと同じように、個人事
業税も口座振替にしませんか。金融機関へ
お出かけになる手間が省けて、安全、確実
です。
　県内の銀行、信用金庫、労働金庫、信用
組合、農協などに預金口座があれば、どな
たでも利用できます（ゆうちょ銀行は利用
できません）。秋田銀行、北都銀行及びみ
ずほ銀行は、県外の支店でも可能です。
　令和３年６月末日までにお申し込みされ
ますと、令和３年度１期分から個人事業税
の口座振替ができます。詳しくは、下記ま
でお問い合わせください。
◎新型コロナウイルス感染症の影響による
　県税の徴収猶予の特例制度
　新型コロナウイルス感染症の影響により
収入が減少し、納付が困難な方は、納期限
までに申請することで徴収の猶予を受けら
れる場合があります。詳しくは、県公式
ウェブサイト「美の国あきたネット」（コン
テンツ番号：49467）をご覧ください
（右のQRコードからアクセスできます）。
問 �秋田県総合県税事務所納税部収納管理
課（☎860・3331）
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▼業務内容　�障害のある児童生徒の学校生活サポート
等

▼任用期間　�12月１日㈫～３月31日㈬（冬休みなど長
期休校時の休業あり）

▼勤務時間　�午前８時20分〜午後３時30分のうち６時
間（休憩１時間除く）　30時間／週

▼報酬（給料）1,003円／時間

▼担 当 課　�町教育委員会学校教育課（☎852・
5372）

▼申込方法　�町総務課で、募集要項と所定の応募書式
の提供を受け、必要事項を記入のうえ持
参してください。

▼申込期間　�11月16日㈪まで

▼選考方法　�面接試験を11月24日㈫に実施し採用の
可否を決定します（面接日程は別途通知
します）。

▼勤務条件　�詳細は募集要項をご覧になるとともに、
疑問のある点は学校教育課または町総務
課に電話などで確認してください。

お問い合わせ　町総務課（☎852・5332）

町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇
りと信頼のあるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支
出状況を公開します。
❖交際費の支出状況（９月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

接　遇 1件 来客時お土産 6,600円

合 計 1件 6,600円

令和２年４月〜９月の合計 30,656円

2／�五城目町町制施行65周年記念　町功労者
表彰式（役場）

9／�町村会正副会長会議（秋田市）、秋田県知事と
市町村長との行政懇談会（秋田市）

16／12月補正予算町長・副町長査定（〜17日・役場）
18／市町村職員共済組合業務監査（秋田市）
19／市町村総合事務組合定期監査（秋田市）
30／町村電算システム共同事業組合管理者会

（秋田市）

町ホームページ用サーバー移行のため、以下の
とおり、町ホームページを閲覧できない時間が発
生します。
この移行作業後は、通常どおり閲覧できます。

ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

⃝公開中止の日時　11月中旬　３〜４時間程度

※�作業日時が決まり次第、町ホーム
ページと町フェイスブックでお知ら
せします。
　�　町ホームページは、右のＱＲコー
ドからアクセスできます。

お問い合わせ
町まちづくり課（☎852・5342）



12月5日㈯に
特設人権相談所を開設

　町では、12月４日から10日の人権週間
に合わせ、「特設人権相談所」を開設しま
す。人権などの困りごとについて、人権擁
護委員にお気軽にご相談ください。
▶日　時　12月５日㈯
　　　　　午前10時〜午後３時
▶会　場　五城館
問 �町総務課（☎852・5332）

1
いい

1月3
みらい

0日は
「年金の日」です！

　年金記録や将来の年金受給見込額を確認
し、未来の生活設計について考えてみませ
んか。
　「ねんきんネット」をご利用いただく
と、いつでもご自身の年金記録を確認でき
るほか、将来の年金受給見込額について、
ご自身の年金記録を基に様々なパターンの
試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年
金機構のホームページでご確認いただく
か、秋田年金事務所にお問い合わせくださ
い。
問 �秋田年金事務所（☎865・2392）

秋田働き方改革推進支援センター
無料出張相談会

　就業規則の作成方法、労務管理全般の相
談、雇用関係助成金の活用などについて、
社会保険労務士が無料でご相談に応じま
す。
▶日　時　11月24日㈫
　　　　　午後１時〜午後４時
▶会　場　湖東３町商工会　五城目本所
※�事前予約制となります。相談日の前日ま

でに下記へ電話でお申し込みください。
▪申・問 �秋田働き方改革推進支援センター　

（80120・695・783　または　
☎865・5335）

多重債務無料相談会を
開催

　東北財務局秋田財務事務所では、「多重
債務無料相談会」を開催し、借金を抱えお
悩みの方からの相談に、弁護士が応じま
す。
　相談は無料で、事前予約制となります。
秘密は厳守します。
▶相談内容　多重債務（ヤミ金融含む）
▶開催日時　12月８日㈫
　　　　　　午前10時〜午後４時
▶開催場所　秋田財務事務所　第二会議室
　　　　　　（秋田市山王7−1−4

秋田第二合同庁舎３階）
▶予 約 先  �東北財務局秋田財務事務所理

財課
　　　　　（☎862・4196、相談専用）
▶受付時間　月曜日〜金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前８時30分〜正午
　　　　　　午後１時〜午後４時30分
▶申込締切　12月４日㈮

募 放送大学
2021年4月入学生を募集

　放送大学では、2021年４月入学生を募
集しています。
　放送大学では、10代から90代の幅広い
世代、約９万人の学生が、大学を卒業した
い、学びを楽しみたいなど、様々な目的で
学んでいます。
　テレビによる授業だけでなく、インター
ネットで好きなときに受講することもで
き、心理学・福祉・経済・歴史・文学・情
報・自然科学など、約300の幅広い授業
科目があり、１科目から学ぶことができま
す。
▶出願期間　11月26日㈭〜
　　　　　　令和３年３月16日㈫
※�資料を無料で差し上げています。お気軽

に下記までご請求ください。
問 �放送大学秋田学習センター（☎831・

1997）

募 防衛省採用試験のお知らせ

○自衛官候補生（４次〜８次募集）
▶受験資格　18歳以上33歳未満の男女
▶受付締切／試験日
　⃝４次　11月13日㈮／11月15日㈰
　⃝５次　12月４日㈮／12月６日㈰
　⃝６次　令和３年１月29日㈮／

１月31日㈰
　⃝７次　令和３年２月12日㈮／

２月14日㈰
　⃝８次　令和３年３月５日㈮／

３月７日㈰
○陸上自衛隊　高等工科学校生徒
▶受験資格　�令和３年４月１日現在、15

歳以上17歳未満（平成16年
４月２日〜平成18年４月１
日までの間に生まれた方）の
男子

▶受付期間
　⃝一般　11月１日㈰〜
　　　　　令和３年１月６日㈬
　⃝推薦　11月１日㈰〜11月30日㈪
▶試 験 日
　⃝一般　令和３年１月23日㈯
　⃝推薦　令和３年１月10日㈰または
　　　　　11日㈪の指定する１日
問 �自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

忘れていませんか？相続登記
利用しよう「法定相続情報証明制度」

　各法務局において、各種手続きに利用す
ることができる「法定相続情報証明制度」
を取り扱っています。
　この制度を利用することで、各種相続手
続きで戸籍謄本の束を何度も出し直す必要
がなくなり、大変便利です。
　なお、当制度の手続方法については、法
務局ホームページをご覧ください。
問 �秋田地方法務局登記部門（☎862・

1174）
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募 求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▶訓練期間　�令和３年１月５日㈫〜令和３
年６月29日㈫（６か月）

▶訓 練 科（定員）
　　　　　　電気設備技術科（13人）
　　　　　　ビル管理技術科（15人）
▶訓練時間　午前９時20分〜

午後３時40分
▶会　　場　ポリテクセンター秋田（潟上市）
▶募集期間　11月26日㈭まで
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自己負

担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術・技能
を身につけて再就職を希望さ
れる方

※�毎週木曜日に施設見学会を行っています
（雇用保険受給中の方は就職活動として
認められます）。

▪詳・問 �ポリテクセンター秋田（☎873・
3178）

労働保険（労災保険・雇用保険）の
加入手続きはお済みですか？

　11月は、「労働保険適用促進強化期間」
です。
　労働保険は、農林水産業の一部を除き、
労働者１人以上を使用する全ての事業主が
加入することとなっています。
　該当する場合は、事業主および労働者の
意向にかかわらず、法律上、当然加入の手
続きを行うことが事業主の義務となってい
ます。まだ加入されていない場合は、早急
に最寄りの労働基準監督署かハローワーク
（公共職業安定所）にご相談されますよう
ご案内します。
問 �秋田労働局総務部労働保険徴収室（☎

883・4267）

夕暮れが早くなっています。ド
ライバーの皆さんは、午後４時を
目安に早めのライト点灯を心がけ
ましょう。歩行者や自転車利用者
の皆さんは、反射材等や明るい服
装の着用をお願いします。

令和２年飲酒運転等追放競争結果　８位（全県25市町村） 令和２年9月末現在

９月30日、町交通安全母の会では、町交通安全
協会の協力のもと、町内２か所のこども園で子
ども用の反射材とパンフレットを配布しました。



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
▶消防団災防ぎょ訓練
10：00～ 町内各所 
▶秋の火災予防運動⑪
 全町 ・７日まで

▶五城目町町制施行
65周年記念
町功労者表彰式②
11：00～ 町役場 

文化の日 ▶英会話教室㉓
18：30～ 町民セ 

▶４時から
ライト運動㉔
16：00～ 役場前 

▶令和３年
新入生体験交流会
 五一中 

CM10：30
（秋田朝日放送）

▶わらしべ塾
折り紙教室
オセロ・将棋・ゲーム
教室
10：00～ 馬川公 
水泳教室
10：30～ 屋温プ 

8 9 10 11 12 13 14
▶わらしべ塾
子どもクッキング教室
10：00～ 馬川公 

▶朝市健康相談
10：00～ 朝館 
▶国際理解講座
ことばあそび㉓
18：30～ 町民セ 

▶英会話教室㉓
18：30～ 町民セ 

▶高齢者
体力づくり教室
9：30～ 広体 
▶４時から
ライト運動㉔
16：00～ 役場前 

▶わらしべ塾
サッカー教室
10：00～ 馬川公 
水泳教室
10：30～ 屋温プ 

15 16 17 18 19 20 21
▶ごじょうめ朝市plus＋
9：00～ 朝市通り 
▶五城目おはなし会
10：30～ 朝館 

▶PTA講話会
 五一中 

▶英会話教室㉓
18：30～ 町民セ 

CM15：10
（秋田朝日放送）

▶ 食育の日　

▶４時から
ライト運動㉔
16：00～ 役場前 

▶わらしべ塾
水泳教室
10：30～ 屋温プ 
卓球教室
18：00～ 広体 

22 23 24 25 26 27 28
▶ごじょうめ朝市plus＋
9：00～ 朝市通り 

勤労感謝の日 ▶朝市健康相談
10：00～ 朝館 
▶英会話教室㉓
18：30～ 町民セ 

▶４時から
ライト運動㉔
16：00～ 役場前 

▶わらしべ塾
茶道教室
10：00～ 馬川公 

29 30

 町民セ   町民センター
 広体  広域五城目体育館

 屋温プ  屋内温水プール
 朝館  朝市ふれあい館

 馬川公  馬川地区公民館
 五一中  五城目第一中学校

○内の数字は掲載ページです。 令和元年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　鈴木　菜々さん）

これからの　未来のために　リサイクル

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内
新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2020年 12月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ケ野・希望ケ丘・馬川地区・森山地区
下樋口・石崎・西野・谷地中・曙町

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１組～７組）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他
空きビン類

金属類他
空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区
馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

2日・16日（水）　（全町）

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日・31日

11日・14日・18日
11日・15日・18日
22日・25日・29日

12日・15日・19日
12日・16日・19日
23日・26日・30日

12日（土）
26日（土）

14日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

28日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

「だまこマンをさがせ！」の答え
・20㌻　「がんばる人にまる」

27 広報「ごじょうめ」1036号　令和2年11月1日

◆ 
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
ご
み
袋
は
、
必
ず
名
前
を
書
い
て
、
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、
町
の
許
可
業
者
へ
処
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス　
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　
　
☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

住
民
生
活
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
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新型コロナウイルス感染症な
どの影響による、ごみ搬入量の
増加により、処理業務に支障が
生じています。このため、施設
の点検および修繕期間について
は、家庭系ごみの直接搬入を制
限しますので、皆さまのご理解
とご協力をお願いします。

▶搬入できない期間

令和２年 11月17日㈫～27日㈮

令和３年

1月 4日㈪～13日㈬

2月22日㈪～27日㈯

3月 8日㈪～13日㈯

お問い合わせ　八郎湖周辺清掃事務組合（☎0185・22・7211）

だまこマンをさがせ！
町の美味しいヒーロー・だまこマンが  
今月号のどこかに登場しています。
皆さんは見つけられましたか？
※答えはこのページの右下を参照
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

令
和
2年
11月

1日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.1036　編

集・発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐1792　秋

田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

町の人口と世帯（令和２年９月末現在）
前月比 昨年比 ９月中の

人　口 8,865人 （－ 9）（－220） 転入者数
（男） 4,143人 （－ 5）（－107） 7人
（女） 4,722人 （－ 4）（－113） 転出者数
世　帯 3,947世帯 （－ 3）（－ 48） 8人

※�「おくやみ・おたんじょうのコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

今
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
の

は
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
の
５

歳
児
で
す
。
元
気
いっ
ぱ
い
に
楽

し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
て
、
私
も
自
然
と
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
。
♣
そ
の
５
歳
児

た
ち
も
来
年
か
ら
は
小
学
生
。

皆
さ
ん
が
入
学
す
る
新
校
舎
の

様
子
は
、
12
月
号
の
広
報
で
お

伝
え
し
ま
す
。（
藤
田
倫
治
）

フ
ィ
ル
ム
の
カ
メ
ラ
で
は
撮
っ

た
写
真
は
ど
う
写
っ
て
い
る
か

現
像
す
る
ま
で
不
安
で
し
た
。

今
は
デ
ジ
カ
メ
な
の
で
そ
の
場

で
確
認
が
で
き
、
失
敗
は
ほ
ぼ

あ
り
ま
せ
ん
。
♠
古
い
写
真
を

見
な
が
ら
編
集
し
た
年
表
が
間

も
無
く
完
成
し
ま
す
。
年
表
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

し
ま
す
。（
柏
　
和
順
）

⃞　⃞　⃞⃞⃞さん	 94歳	９月 3日	高　　崎
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 86歳	９月 3日	下　山　内
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 90歳	９月 7日	大　　川
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 87歳	９月 8日	雀　　舘
⃞　⃞　⃞⃞⃞さん	 90歳	９月10日	大　　川
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 85歳	９月18日	小　川　口
⃞⃞⃞　⃞　⃞さん	 93歳	９月20日	湯ノ又２区
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 78歳	９月20日	岩　　野
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 73歳	９月20日	町　　村
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 95歳	９月23日	中　　村
⃞⃞⃞　⃞　⃞さん	 92歳	９月27日	湯ノ又１区
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 59歳	９月30日	富　　田 □　□　□　□ちゃん	 ９月２日	 □□・□□	 樋　　口

□　□　□　□ちゃん	 ９月８日	 □□・□□	 新　畑　町
□　□　□　□ちゃん	 ９月８日	 □□・□□	 雀　　舘

「お姉ちゃん２人と仲良く育ってね♥」
パパ・ママから

は
じ
め
ま
し
て

□
□
　
□
□
　
で
す

よ
ろ
し
く
ネ
！


